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研究成果概要 
	 本研究では、将来の 10万平方キロメートル級の大規模超高エネルギー宇宙線検出器を見据
えた、電波を用いた空気シャワー観測手法の確立を目的としている。特に空気シャワーが送

信電波を反射する事を利用した電波エコー法に着目し、平成 15年度からは TA実験との同時
観測による空気シャワー観測実験に取り組んでいる。 
	 TA 実験サイトにはこれまで 54.1MHz, 1.5kW 出力の送信器が設置されていたが、本年度

には新たに設置した最大出力 40kWの送信器の試験を行なった。これは送信出力だけでなく、
アンテナゲイン(8.5dBi→22dBi)や設置場所の最適化等、これまでの送信器から改善を行なっ
ている。ビームパターンの測定や出力安定性の向上を行ない、現在は 25kW 出力で安定して

運転されている。平成 26年度には 40kW出力による運転を予定している 
	 また受信器に用いるアンテナとしてクロスマウントされたログペリオディックアンテナを

選定、購入した。これにより偏波毎の測定が可能となり、電波エコー信号（水平偏波）と、

他の空気シャワーに起因する事象（地磁気による物や地表にシャワーコアが衝突した際に生

じる電波等）の分離が可能である。また、最短でも数秒の遅れが生じる TA 実験の地表検出
器トリガーに対応するため、大容量バッファを用いた DAQシステムを開発した。TAサイト
中央にあるレーザー射出施設において受信器単体の運転試験を開始しており、アンテナ設置

の許可が下り次第 TA実験との同時観測を開始する。 
	 また、昨年に引き続き多地点流星観測プロジェクトに柏キャンパスも参加し、本年度 7-8
月には水瓶座δ流星群の観測を行なった。 
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